
●
対
象

平
成

年
５
月

日
以

２４

１５

前
か
ら
安
城
市
に
居
住
し
て
い
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成

年

月
１
日
以
降
、
企

１９

１０

業
の
雇
用
調
整
な
ど
に
よ
る
解

雇
な
ど
で
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た

②
平
成

年
３
月
末
以
降
、
高
等

２０

学
校
、
各
種
専
修
・
専
門
学
校
、

短
大
、
大
学
、
大
学
院
を
卒
業

し
、
平
成

年
５
月

日
現
在

２４

１５

就
職
し
て
い
な
い

※
外
国
人
は
、
日
本
語
で
の
日
常

会
話
が
で
き
る
こ
と
。

●
業
務
／
雇
用
期
間
／
勤
務
日
時

／
雇
用
予
定
人
数
／
時
給

下
表

の
と
お
り

●
選
考
日

５
月

日
晶（
面
接
）

２５

●
申
し
込
み

５
月

日
晶
～

１８

２３

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
１９

日
松
・

日
掌
を
除
く
）に
、
必

２０

要
書
類
を
持
っ
て
、
本
人
が
人
事

課
へ

●
必
要
書
類

市
販
の
履
歴
書
ま

た
は
臨
時
職
員
採
用
申
込
書
、
住

民
票（
外
国
人
は
、
転
入
日
の
記

載
の
あ
る
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
）と
、
①
糸
離
職
票
・
解
雇

通
知
な
ど
離
職
が
証
明
で
き
る
書

類
、
②
糸
卒
業
証
明
書

※
申
込
書
は
、
同
課
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
そ
の
他

今
回
賃
金
を
受
け
取

る
こ
と
で
、
失
業
手
当
受
給
者
な

ど
は
受
給
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

市
民
企
画
講
座
は
、
学
び
た
い

こ
と
や
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と

を
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
企
画
運

営
す
る
講
座
で
す
。

●
テ
ー
マ

家
庭
教
育
、
環
境
、

多
文
化
共
生
、
地
域
貢
献
、
地
域

参
加
な
ど

●
期
間

月
～
来
年
２
月

１０

●
内
容

広
く
市
民
を
対
象
と
し

た
、
市
内
で
２
回
以
上
開
催
す
る

講
義
・
実
習
形
式
の
も
の（
講
演

会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
参
加
者
が
多

数
で
１
回
限
り
の
も
の
は
不
可
）

●
対
象

お
お
む
ね
５
人
以
上
の

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
で

構
成
し
、
規
約
・
会
則
を
定
め
て

い
る
団
体

※
特
定
の
宗
教
や
政
治
思
想
の
普

及
活
動
を
し
て
い
る
団
体
、
複

数
グ
ル
ー
プ
の
集
合
組
織
は
不

可
。

●
募
集
講
座
数

５
講
座
程
度

●
市
の
支
援
内
容

①
講
師
謝
礼
、
消
耗
品
、
会
場
使

用
料
の
経
費
負
担（
市
基
準
、

上
限
あ
り
）

②
生
涯
学
習
情
報
誌
に
よ
る
広
報

③
講
座
の
企
画
、
運
営
へ
の
助
言

●
そ
の
他

ほ
か
の
助
成
金
、
補

助
金
を
受
け
て
い
る
も
の
は
不
可

●
申
し
込
み

６
月
５
日
昇
ま
で

に
、
申
請
書
・
企
画
書
、
団
体
の

会
則
を
持
っ
て
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

※
様
式
は
、
同
セ
ン
タ
ー
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
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■問
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　

〉１
５
１
５
）

７６

時給予定
人数勤務日時雇用期間業務

１２４０円７人

捷～晶（抄を含
む）原則午前８
時３０分～午後
５時

雇用の日か
ら６カ月以
内（６月１日
晶～１１月３０
日晶）

びん・缶など資源
ごみ回収、場内整
理など

１０００円４人捷～晶原則午
前８時３０分～
午後５時

明治用水緑道パト
ロール清掃など

１０００円４人道路の補修・舗装、
側溝清掃など

■問
▼
人
事
課

（
緯〈
　

〉２
２
０
３
）

７１

に
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
持
参
か
郵
送
で

企
画
政
策
課（
〒
　－
８
５
０
１

４４６

住
所
記
載
不
要
）へ

※
申
請
書
は
、
同
課
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

要
を
掲
載
し
ま
す
。

●
対
象
事
業
　
来
年
３
月
　
日
掌

３１

ま
で
に
、
市
制
　
周
年
を
記
念
し

６０

て
開
催
す
る
事
業

※
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

し
た
も
の
・
公
の
秩
序
を
乱
す

恐
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
を
除
く
。

●
そ
の
他
　
補
助
金
交
付
制
度
で

は
あ
り
ま
せ
ん

●
申
し
込
み
　
　
月
　
日
晶
ま
で

１２

２８

　
市
制
　

周
年
を
盛
り
上
げ
る
た

６０

め
、「
市
制
　

周
年
記
念
」の
名
称

６０

（
冠
）
を
使
用
す
る
事
業
を
募
集
し

ま
す
。
使
用
事
業
に
は
、
市
公
式

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
サ

ル
ビ
ー
」
が
応
援
に
駆
け
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
制

　
周
年
版
サ
ル
ビ
ー
・
市
制
　

周

６０

６０

年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ー
タ
提
供
と
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
事
業
概

■問
▼
企
画
政
策
課

（
緯〈
　

〉２
２
０
４
）

７１

͋
ͳ
ͨ
ͷ
事
業
ʹ

α
ϧ
Ϗ
ồ
͕
ొ


市
制
　

周
年
記
念
冠
事
業
を
募
集

６０

օ
͞
Μ
ͷ
企
画
Ͱ
ͻ
ͱ
ͮ
͘
り
・

Ҭ
ͮ
͘
り

市
民
企
画
講
座（
後
期
）募
集

ۓ
ٸ
ޏ
༻
ର
ࡦ

市
臨
時
職
員
を
募
集

■
写
生
大
会

●
応
募
数
　
　
点
１８８

最
優
秀
賞
は
次
の
み
な
さ
ん

〈
敬
称
略
〉

１
年
　
太
田
 明
  良
 （安
城
南
部
小
）

あ
き
 ら

２
年
　
秋
田
 依
  里
 （丈
山
小
）

え
 
り

３
年
　
米
津
 妃
  菜
 （安
城
中
部
小
）

ひ
 
な

４
年
　
平
澤
 桜
 
さ
く
ら

 子
 （桜
町
小
）

こ

５
年
　
東
浦
 実
  央
 （祥
南
小
）

み
 
お

６
年
　
秋
田
 祐
  加
 （丈
山
小
）

ゆ
 
か

※
ほ
か
各
学
年
で
優
秀
賞
７
点
。

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
応
募
数
　
　
点
３１４

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
は
次
の
み
な

さ
ん

〈
敬
称
略
〉

最
優
秀
賞
　
大
矢
 敏
  博
 

と
し
 ひ
ろ「
宵
の
 灯
 
と
も

り
」

優
秀
賞
　
伊
藤
 紀
  生
 、
長
谷
部

の
り
 お

 勉
 、
つ
と
む

磯
貝
 誠
 、
比
嘉

ま
こ
と

 稔
 
み
の
る

、
 加
  賀
  澤
 

か
 
が
 ざ
わ

 勝
 
ま
さ
る

※
ほ
か
入
選
　
点
、
佳
作
　
点
。

１０

１５

■
表
彰
式

●
と
き
　
５
月
　
日
掌
午
前
　
時

２７

１０

　
分
３０●

と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
賞
作
品
の
展
示

●
と
き
　
５
月
　
日
昇
～
　
日
掌

２２

２７

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
　
日
は

２２

午
後
１
時
か
ら
、
　
日
は
午
前
　

２７

１１

時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

　
７
月
　

日
２１

松
・
　

日
掌

２２

の
事
業
仕
分

け
に
先
立
ち
、

対
象
と
す
る
事
業
の
市
民
投

票
を
実
施
し
ま
す
。

●
と
き
　
５
月
　
日
昇
～
　

２２

３１

日
昭
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分（
閉
庁
・
休
館
日

１５

を
除
く
）

●
投
票
場
所
　
経
営
管
理
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
中

央
図
書
館

●
投
票
方
法
　
各
投
票
場
所

に
設
置
し
て
あ
る
申
込
用
紙

に
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、
選
定
理
由
を
記
入
し
て

投
票
箱
へ
投
入
。
　
の
対
象

５０

事
業
候
補
中
、
５
事
業
ま
で

投
票
で
き
ま
す
。
投
票
は
一

人
１
回
ま
で
、
複
数
回
投
票

し
た
も
の
は
無
効

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
投
票
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
経
営
管
理

課（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１
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■問
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

秋田祐加さんの作品

大
矢
敏
博
さ
ん
の
作
品

安
城
桜
ま
つ
り
　

写
生
大
会
・

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
定

■問 諮企画政策課（緯〈７１〉２２０４）

●定員　２００人（先着順）
●申し込み　５月２０日掌～２５日晶午前９時～
午後５時に、チラシ裏の申込書を持参かファ
クス、ＥメールでＮＰＯ法人アフガン復興支
援機構事務所（〒４４６－００４１桜町１７－５ＡＰビ
ル４階㈲アイコーポレーション内／緯・胃

〈７７〉３８９０／kerosan@aria.ocn.ne.jp）へ
※チラシは、同事務所、市民会館、喫茶ろく
えん市民会館店、あんぐるカフェ（朝日町）、
安城印刷㈱（花ノ木町）、ティーズ・ギャラ
リー（朝日町）、市民交流センターで配布。

◎願いごと日本一の安城から　平和な
世界を願う　講演会

　パキスタン・ペシャワールでアフガン難民

への医療活動などを展開する団体、ペシャワ

ール会の代表を招いて開催する講演会です。

●とき　５月２７日掌午後２時～３時４０分
※活動写真パネル展獅５月２３日昌～２７日掌午
前１０時～午後４時。
●ところ　市民会館
●講師　中村 哲 氏（ペシャワール会代表／医

てつ

師）


